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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）顔料、（Ｂ）結着樹脂、（Ｃ）感放射線性化合物及び（Ｄ）溶剤を含有するカラ
ーフィルター用感光性着色組成物において、前記（Ａ）顔料の全固形分中の濃度が３４～
６０質量％であること、前記（Ａ）顔料が、平均粒子サイズが０．０１μｍ～０．２μｍ
である下記顔料（ＩＡ－１）を含むことを特徴とするカラーフィルター用感光性着色組成
物。
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【化１】

【請求項２】
　顔料（ＩＡ－１）が、分散剤と混合後、分散する工程により調製されていることを特徴
とする請求項１に記載のカラーフィルター用感光性着色組成物。
【請求項３】
　前記分散する工程における顔料の分散が、ホモジナイザー、ニーダー、ボールミル、２
本又は３本ロールミル、ペイントシェーカー及びサンドミルの少なくともいずれかにより
行われることを特徴とする請求項２に記載のカラーフィルター用感光性着色組成物。
【請求項４】
　前記分散する工程が、顔料と結着樹脂を混練し、着色体を得る第一工程、該着色体を分
散機により分散剤とともに分散する第二工程を有することを特徴とする請求項２又は３に
記載のカラーフィルター用感光性着色組成物。
【請求項５】
　更に、他の顔料を含有することを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載のカラーフ
ィルター用感光性着色組成物。
【請求項６】
　他の顔料が赤色顔料または黄色顔料であることを特徴とする請求項５に記載のカラーフ
ィルター用感光性着色組成物。
【請求項７】
　前記他の顔料が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７７、及び、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３９、１５０及び１８５から選択されることを特徴とする請求
項５に記載のカラーフィルター用感光性着色組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載のカラーフィルター用感光性着色組成物を用いることを
特徴とするカラーフィルターの製造方法。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれかに記載のカラーフィルター用感光性着色組成物により基板上に
感光性着色組成物層を形成し、マスクパターンを介して露光し、現像液で現像することに
より形成された、着色されたパターンを有するカラーフィルター。
【請求項１０】
　顔料と樹脂を含む着色樹脂層を有するカラーフィルターにおいて、前記顔料の全固形分
中の濃度が３４～６０質量％であること、前記顔料が、平均粒子サイズが０．０１μｍ～
０．２μｍである下記顔料（ＩＡ－１）を含むことを特徴とするカラーフィルター。
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【化２】

【請求項１１】
　顔料（ＩＡ－１）が、分散剤と混合後、分散する工程により調製されていることを特徴
とする請求項１０に記載のカラーフィルター。
【請求項１２】
　前記分散する工程における顔料の分散が、ホモジナイザー、ニーダー、ボールミル、２
本又は３本ロールミル、ペイントシェーカー、サンドグラインダー及びサンドミルの少な
くともいずれかにより行われることを特徴とする請求項１１に記載のカラーフィルター。
【請求項１３】
　前記分散する工程が、顔料と結着樹脂を混練し、着色体を得る第一工程、該着色体を分
散機により分散剤とともに分散する第二工程を有することを特徴とする請求項１１又は１
２に記載のカラーフィルター。
【請求項１４】
　顔料を含有する着色組成物のパターンを有するカラーフィルターにおいて、前記顔料の
全固形分中の濃度が３４～６０質量％であること、前記顔料が、平均粒子サイズが０．０
１μｍ～０．２μｍである下記顔料（ＩＡ－１）を含むことを特徴とするカラーフィルタ
ー。
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【化３】

【請求項１５】
　顔料（ＩＡ－１）が、分散剤と混合後、分散する工程により調製されていることを特徴
とする請求項１４に記載のカラーフィルター。
【請求項１６】
　前記分散する工程における顔料の分散が、ホモジナイザー、ニーダー、ボールミル、２
本又は３本ロールミル、ペイントシェーカー、サンドグラインダー及びサンドミルの少な
くともいずれかにより行われることを特徴とする請求項１５に記載のカラーフィルター。
【請求項１７】
　前記分散する工程が、顔料と結着樹脂を混練し、着色体を得る第一工程、該着色体を分
散機により分散剤とともに分散する第二工程を有することを特徴とする請求項１５又は１
６に記載のカラーフィルター。
【請求項１８】
　更に他の顔料を含有することを特徴とする請求項１４～１７のいずれかに記載のカラー
フィルター。
【請求項１９】
　他の顔料が赤色顔料または黄色顔料であるであることを特徴とする請求項１８に記載の
カラーフィルター。
【請求項２０】
　前記他の顔料が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１７７、及び、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１３９、１５０及び１８５から選択されることを特徴とする請求
項１８に記載のカラーフィルター。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、顔料を含むカラーフィルター用感光性着色組成物に関し、特に液晶表示素子や
固体撮像素子に用いられるカラーフィルターを作製するに好適なカラーフィルター用感光
性着色組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
液晶表示素子や固体撮像素子に用いられるカラーフィルターを作製する方法としては、染
色法、印刷法、電着法および顔料分散法が知られている。
染色法は、ゼラチン、グリュー、カゼイン等の天然樹脂あるいはアミン変性ポリビニルア
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ルコール等の合成樹脂からなる染着基材を酸性染料等の染料で染色してカラーフィルター
を作製する方法である。
【０００３】
染色法に於いては、染料を用いるため耐光性や耐熱性および耐湿性等に問題がある他、大
画面では染色および固着特性を均一にコントロールする事が難しく色ムラが発生し易く、
また染色に際しては防染層を必要とし工程が煩雑である等の問題点を有する。
電着法は、予め透明電極を所定のパターンで形成しておき、溶媒中に溶解または分散した
顔料を含む樹脂をイオン化させ電圧を印加して着色画像をパターン状に形成することによ
ってカラーフィルターを作製する方法である。
【０００４】
電着法では、表示用の透明電極以外にカラーフィルター形成用の透明電極の製膜とエッチ
ング工程を含むフォトリソ工程が必要である。その際ショートがあると線欠陥になり歩留
まりの低下をきたす。また原理上ストライブ配列以外、例えばモザイク配列には適用が困
難であり、さらには透明電極の管理が難しい等の問題点がある。
【０００５】
印刷法は、熱硬化樹脂または紫外線硬化樹脂に顔料を分散したインクを用いてオフセット
印刷等の印刷によってカラーフィルターを作製する簡便な方法であるが、使用出来るイン
キが高粘度であるためフィルタリングが難しく、ゴミ、異物およびインキバインダーのゲ
ル化した部分による欠陥が発生し易いことや、印刷精度に伴う位置精度や線幅精度および
平面平滑性に問題がある。
【０００６】
顔料分散法は、顔料を種々の感光性組成物に分散させた着色感放射線性組成物を用いてフ
ォトリソ法によってカラーフィルターを作製する方法である。この方法は、顔料を使用し
ているために光や熱などに安定であると共にフォトリソ法によってパターニングするため
、位置精度も十分で大画面、高精細カラーディスプレイ用カラーフィルターの作製に好適
な方法である。
【０００７】
顔料分散法によりカラーフィルターを作製するには、ガラス基板上に感放射線性組成物を
スピンコーターやロールコーター等により塗布し乾燥させ塗膜を形成し、該塗膜をパター
ン露光し、現像することにより着色した画素を得、この操作を各色毎に行いカラーフィル
ターを得ている。
顔料分散法としては、特開平１－１０２４６９号、特開平１－１５２４９９号、特開平２
－１８１７０４号、特開平２－１９９４０３号、特開平４－７６０６２号、特開平５－２
７３４１１号、特開平６－１８４４８２号、特開平７－１４０６５４号の各公報に記載さ
れ、アルカリ可溶性樹脂に光重合性モノマーと光重合開始剤を用いるネガ型感光性組成物
が開示されている。
【０００８】
しかしながら、近年、液晶表示素子においては更なる高精細化、バックライトの省電力化
、高輝度化が要求されておりカラーフィルターの更なる高透過率化及び高コントラスト化
が望まれている。
カラーフィルターの製造上の観点からは、カラーフィルター用の感光性組成物の高感度化
、広い現像ラチチュード、顔料の沈降のない分散安定性の高いもの等が要求されている。
カラーフィルターの高透過率化を達成するために、カラーフィルター用の感光性組成物中
の顔料成分の含有量を減らしたり、膜厚を薄くしたりする方法があるが、カラーフィルタ
ーの彩度が低下し全体的に白っぽくなり、色の鮮やかさが失われる。
【０００９】
従来、赤顔料としては、特開平１－２５４９１８号、特開平２－１５３３５３号の各公報
等に記載されているように、主にジアンスラキノン系の顔料（ＰＲ－１７７等）が用いら
れてきた。しかしながら、この顔料でも上記のような近年における要望に対しては対応で
きず、微細分散化しても透過率は大きくならなかった。
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た顔料前駆体を画像形成したのち、化学的方法、熱的方法、光分解的方法などによって顔
料前駆体を顔料化する方法が開示されている（ラテントピグメント）。この方法だと、化
学的方法、熱的方法、光分解的方法などで行われる顔料化が十分でないため満足できる結
果は得られていない。特に、温度によって顔料化の程度が異なるため、加熱温度によって
異なる色調に発色してしまう。従って、耐熱性も十分でなく、実用できる段階になってな
い。
【００１０】
【発明が解決しようする課題】
上記従来の技術では、カラーフィルターに求められている最近の要望に対して十分に答え
るものではなかった。
従って、本発明は、前記の従来技術の諸欠点を改良するためになされたものでその目的は
、高感度で、得られるカラーフィルターの透過率、コントラスト、解像力が高く、一定し
た優れた色度のものが得られるカラーフィルター用感光性着色組成物を提供することにあ
る。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
前記目的は、下記構成によって達成された。
（１）　（Ａ）顔料、（Ｂ）結着樹脂、（Ｃ）感放射線性化合物及び（Ｄ）溶剤を含有す
るカラーフィルター用感光性着色組成物において、前記（Ａ）顔料が、平均粒子サイズが
０．０１μｍ～０．２μｍである下記一般式（Ｉ）で表される顔料を含むことを特徴とす
るカラーフィルター用感光性着色組成物。
【００１２】
【化３】

【００１３】
式（Ｉ）中、Ｙは、酸素原子又は硫黄原子を表す。
Ｒ1 、Ｒ2 は、同じでも異なっていてもよく、水素原子、アルキル基、シクロアルキル基
、アルケニル基、アルキニル基、アリール基、アラルキル基、カルバモイル基、アルキル
カルバモイル基、アリールカルバモイル基、又はアルコキシカルボニル基を表す。
Ｒ3 、Ｒ4 は、同じでも異なっていてもよく、アルキル基、シクロアルキル基、アラルキ
ル基、又は炭素環もしくは複素環式芳香族残基を表す。
（２）　前記（Ａ）顔料が、平均粒子サイズが０．０１μｍ～０．２μｍである下記一般
式（ＩＡ）で表される顔料を含むことを特徴する上記（１）に記載のカラーフィルター用
感光性着色組成物。
【００１４】
【化４】
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【００１５】
　一般式（ＩＡ）中、Ｒは、水素原子、メチル基、エチル基、プロピル基、－Ｎ（ＣＨ3 

）2 、－Ｎ（Ｃ2 Ｈ5 ）2 、－ＣＦ3 、塩素原子又は臭素原子を表す。
（３）前記（Ａ）顔料が、一般式（ＩＡ）におけるＲがいずれも塩素原子であることを特
徴とする上記（２）に記載のカラーフィルター用感光性着色組成物。
（４）更に、他の顔料を含有することを特徴とする上記（１）～（３）のいずれかに記載
のカラーフィルター用感光性着色組成物。
（５）前記他の顔料が赤色顔料または黄色顔料であることを特徴とする上記（４）に記載
のカラーフィルター用感光性着色組成物。
（６）前記他の顔料が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ １７７、及び、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔ Ｙｅｌｌｏｗ　１３９、１５０及び１８５から選択されることを特徴とする上
記（４）に記載のカラーフィルター用感光性着色組成物。
（７）上記（１）～（６）のいずれかに記載のカラーフィルター用感光性着色組成物を用
いることを特徴とするカラーフィルターの製造方法。
（８）上記（１）～（６）のいずれかに記載のカラーフィルター用感光性着色組成物によ
り基板上に感光性着色組成物層を形成し、マスクパターンを介して露光し、現像液で現像
することにより形成された、着色されたパターンを有するカラーフィルター。
（９）顔料と樹脂を含む着色樹脂層を有するカラーフィルターにおいて、前記顔料が、平
均粒子サイズが０．０１μｍ～０．２μｍである下記一般式（Ｉ）で表される顔料を含む
ことを特徴とするカラーフィルター。
【化６】

　一般式（Ｉ）中、Ｙは、酸素原子又は硫黄原子を表す。
　Ｒ1 、Ｒ2 は、同じでも異なっていてもよく、水素原子、アルキル基、シクロアルキル
基、アルケニル基、アルキニル基、アリール基、アラルキル基、カルバモイル基、アルキ
ルカルバモイル基、アリールカルバモイル基、又はアルコキシカルボニル基を表す。
　Ｒ3 、Ｒ4 は、同じでも異なっていてもよく、アルキル基、シクロアルキル基、アラル
キル基、又は炭素環もしくは複素環式芳香族残基を表す。
（１０）顔料を含有する着色組成物のパターンを有するカラーフィルターにおいて、前記
顔料が、平均粒子サイズが０．０１μｍ～０．２μｍである下記一般式（Ｉ）で表される
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顔料を含むことを特徴とするカラーフィルター。
【化７】

　一般式（Ｉ）中、Ｙは、酸素原子又は硫黄原子を表す。
　Ｒ1 、Ｒ2 は、同じでも異なっていてもよく、水素原子、アルキル基、シクロアルキル
基、アルケニル基、アルキニル基、アリール基、アラルキル基、カルバモイル基、アルキ
ルカルバモイル基、アリールカルバモイル基、又はアルコキシカルボニル基を表す。
　Ｒ3 、Ｒ4 は、同じでも異なっていてもよく、アルキル基、シクロアルキル基、アラル
キル基、又は炭素環もしくは複素環式芳香族残基を表す。
（１１）前記顔料が、平均粒子サイズが０．０１μｍ～０．２μｍである下記一般式（Ｉ
Ａ）で表される顔料を含むことを特徴とする上記（９）又は（１０）に記載のカラーフィ
ルター。
【化８】

　一般式（ＩＡ）中、Ｒは、水素原子、メチル基、エチル基、プロピル基、－Ｎ（ＣＨ3 

）2 、－Ｎ（Ｃ2 Ｈ5 ）2 、－ＣＦ3 、塩素原子又は臭素原子を表す。（１２）前記顔料
が、一般式（ＩＡ）におけるＲがいずれも塩素原子である化合物であることを特徴とする
上記（１１）に記載のカラーフィルター。
（１３）更に他の顔料を含有することを特徴とする上記（９）～（１２）のいずれかに記
載のカラーフィルター。
（１４）他の顔料が赤色顔料または黄色顔料であるであることを特徴とする上記（１３）
に記載のカラーフィルター。
（１５）前記他の顔料が、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ Ｒｅｄ １７７、及び、Ｃ．Ｉ．Ｐｉ
ｇｍｅｎｔ Ｙｅｌｌｏｗ　１３９、１５０及び１８５から選択されることを特徴とする
上記（１３）に記載のカラーフィルター。
【００１６】
本発明においては、上記特定の顔料を用いることにより、従来の顔料（例えば上記ＰＲ－
１７７）に比べ、紫外線に対しての透過率が高いため、紫外線照射による露光時に顔料に
よる不要な光吸収がなく露光効率がよく、これを感光性組成物に用いることにより高感度
となる。本発明のカラーフィルター用感光性着色組成物は高感度であるため、露光時間が
短く、生産性が向上する。生産性については、特に大型基板になれば成るほど効果が著し
い。更に本発明においては、現像性が向上する。即ち、現像時間、現像温度、現像液濃度
等の現像条件によって得られる画像の変化（画像の荒れ、線幅変化等）が少ない（現像ラ
チチュードが広い）。本発明のカラーフィルター用感光性着色組成物においては、更に画
像のエッジ部（周辺部）のプロファイルが順テーパー、即ち画像周辺部の縦断面が画像表
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面から基板接触面に向かってなだらかな傾斜を有する。これにより基板との密着性が優れ
るようになる。
上記のように本発明における一般式（Ｉ）で表される顔料は紫外線の透過率が高いため、
組成物中の顔料濃度を高くすることができる。これにより、色純度の高いカラーフィルタ
ーが得られる。従来であれば、顔料濃度を高くすると露光部と未露光部との差が出にくく
、満足するパターンができない。
【００１７】
更に、本発明のカラーフィルター用感光性着色組成物は、顔料が微細に分散されているた
め、光の透過率が高くなり、粗大粒子による散乱が少ない。それにより、一層の高感度が
得られ、得られるカラーフィルターが高解像力、高コントラストである。また、上記ラテ
ントピグメントに比べ、安定な顔料を用いているため、常に一定した、優れた色度のカラ
ーフィルターが得られる。
【００１８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明について詳細に説明する。
（Ａ）顔料
本発明においては、顔料として一般式（Ｉ）で表される顔料で、その顔料の平均粒子サイ
ズが０．０１μｍ～０．２μｍであるものを含む。
式（Ｉ）において、Ｒ1 、Ｒ2 、Ｒ3およびＲ4におけるアルキル基としては分岐していて
も分岐していなくともよく、好ましくは１～１８個、更に好ましくは、１～１２個、とり
わけ好ましくは、１～６個の炭素原子を有しているのがよい。具体的には、メチル、エチ
ル、イソプロピル、第二ブチル、第三ブチル、第三アミル基、オクチル、デシル、ドデシ
ルまたはオクタデシル基等が挙げられる。
【００１９】
Ｒ1 、Ｒ2 、Ｒ3およびＲ4におけるシクロアルキル基としては、好ましくは３～８個、更
に好ましくは、３～６個の炭素原子を有しているのがよく、具体的には、シクロペンチル
基、シクロヘキシル基等が挙げられる。
Ｒ1 、Ｒ2 におけるアルケニル基としては、好ましくは２～８個、更に好ましくは、２～
６個の炭素原子を有しているのがよく、具体的には、ビニル基、アリル基等が挙げられる
。
Ｒ1 、Ｒ2 におけるアルキニル基としては、好ましくは２～８個、更に好ましくは、２～
６個の炭素原子を有しているのがよく、具体的には、エチニル基等が挙げられる。
【００２０】
Ｒ1 、Ｒ2 におけるアリール基としては、好ましくは６～１０個の炭素原子を有している
のがよく、具体的には、フェニル基、ナフチル基等が挙げられる。
Ｒ1 、Ｒ2 におけるアルキルカルバモイル基のアルキル基としては、上記のアルキル基と
同様のものを挙げることができる。
Ｒ1 、Ｒ2 におけるアリールカルバモイル基のアリール基としては、上記のアリール基と
同様のものを挙げることができる。
Ｒ1 、Ｒ2 におけるアルコキシカルボニル基のアルコキシ基としては、炭素数１～４個の
ものを挙げることができ、具体的には、メトキシ基、エトキシ基、ブトキシ基等を挙げる
ことができる。
【００２１】
式（Ｉ）においてＲ1 、Ｒ2 、Ｒ3 およびＲ4 がアラルキル基を表わす場合には、特に、
単環～三環式、更に好ましくは、単環式または二環式のアリール残基を含有するのがよい
。具体的には、例えば、ベンジルおよびフェニルエチルが挙げられる。
式（Ｉ）において、Ｒ3およびＲ4が炭素環式芳香族残基を表わす場合には、単環～四環式
、とりわけ単環式または二環式残基、すなわちフェニル、ジフェニリルまたはナフチルが
好適である。具体的には下記式、
【００２２】
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【化５】

【００２３】
（式中Ｔ1 、Ｔ2 、Ｔ3 は位置が相異なり、各々独立に水素、ハロゲン、カルバモイル、
シアノ、トリフルオロメチル、炭素数２～１３個のアルキルカルバモイル、炭素数１～１
２個のアルキル、炭素数１～１２個のアルコキシ、炭素数１～１２個のアルキルメルカプ
ト、炭素数２～１３個のアルコキシカルボニル、炭素数２～１３個のアルカノイルアミノ
、炭素数１～１２個のモノアルキルアミノ、炭素数２～２４個のジアルキルアミノ、非置
換またはハロゲン、炭素数１～１２個のアルキルもしくは炭素数１～１２個のアルコキシ
によって置換された、フェノキシ、フェニルメルカプト、フェノキシカルボニル、フェニ
ルカルバモイルまたはベンゾイルアミノを表わす。）
または、下記式、
【００２４】
【化６】

【００２５】
（式中Ｔ4 、Ｔ5 は位置が相異なり、各々独立に水素、塩素、臭素、炭素数１～４個のア
ルキル、シアノ、炭素数１～４個のアルコキシ、非置換または塩素もしくはメチルによっ
て置換された、フェノキシ、カルバモイル、炭素数２～５個のアルキルカルバモイル、非
置換または塩素、メチルもしくはメトキシによって置換されたフェニルカルバモイルを表
わす。）
または、下記式、
【００２６】
【化７】

【００２７】
（式中、Ｔ6はメチル、イソブチル、塩基、臭素、メトキシ、フェノキシまたはシアノを
表わし、Ｔ7はメチル、塩素またはシアノを表わし、かつＴ8はメチルまたは塩素を表わす
）である。
【００２８】
式（Ｉ）において、Ｒ3およびＲ4が複素環式芳香族残基を表わす場合には、単環～三環式
のものが好適である。これらのものは純複素環式であってもよく、また１個の複素環およ
び１個または複数の縮合ベンゼン環を含有していてもよく、具体的には、例えば、ピリジ
ル、ピリミジル、ピラジニル、トリアジニル、フラニル、ピロリル、チオフェニル、キノ
リル、クマリニル、ベンゾフラニル、ベンゾイミダゾリルまたはベンゾオキサゾリル等が
挙げられる。
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炭素環式芳香族残基であっても複素環式芳香族残基であっても、例えば、欧州特許出願第
９４９１１号に記載されているような通常の非水溶性化置換基を示すこともある。
【００２９】
一般式（Ｉ）においては、Ｒ1 、Ｒ2 は水素原子が好ましい、また、Ｒ3 、Ｒ4 は、各々
独立に、炭素数１～４個のアルキル基、ジアルキルアミノ基、ハロアルキル基あるいはハ
ロゲン原子を置換基として有していてもよいフェニル基が好ましい。
【００３０】
本発明においては、上記顔料は一般式（ＩＡ）で表される顔料が好ましい。中でも、Ｒと
して水素原子、塩素原子、臭素原子、あるいはメチル基がより好ましく、特にＲとして塩
素原子が好ましい。
上記一般式（Ｉ）で表される顔料は、例えば米国特許第４，４１５，６８５号、欧州特許
出願公開公報第１３３，１５６号又は特開昭６１－１２０８６１号公報に記載の方法によ
り合成できる。
【００３１】
上記一般式（Ｉ）で表される顔料は、単独もしくは色度調整のため他の顔料と併用して用
いることができる。具体例を以下に示す。併用して用いることができる顔料としては、各
種の黄色顔料や赤顔料が挙げられる。
黄色顔料としては、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１１、２４、３１、５３、８３、９３、９９、
１０９、１１０、１１７、１２９、１３８、１３９、１５０、１５１、１６７、１８５が
挙げられる。
赤色顔料としては、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅｄ　１０５、１２２、１４９、１５０、１５５、１７１、
１７５、１７７、２０９、２２４、２５５が挙げられる。
併用可能な顔料の使用量としては、本発明に関わる顔料１００重量部に対して、２００重
量部以下が好ましく、より好ましくは１００重量部以下である。
【００３２】
本発明においては、上記一般式（Ｉ）で示される顔料は、平均粒子サイズが０．０１μｍ
～０．２μｍであり、好ましくは０．０１μｍ～０．１５μｍであり、より好ましくは０
．０１μｍ～０．１μｍである。
【００３３】
上記顔料は合成後、種々の方法で乾燥を経て供給される。通常は水媒体から乾燥させて粉
末体として供給されるが、水が乾燥するには大きな蒸発潜熱を必要とするため、乾燥して
粉末とさせるには大きな熱エネルギーを与える。
そのため、顔料は一次粒子が集合した凝集体（二次粒子）を形成しているのが普通である
。
【００３４】
この様な凝集体を形成している顔料を微粒子に分散するのは容易ではない。そのため顔料
をあらかじめ種々の樹脂で処理しておくことが好ましい。
これら樹脂として、後述する種々の樹脂を挙げることができる。
処理の方法としては、フラッシング処理やニーダー、エクストルーダー、ボールミル、２
本又は３本ロールミル等による混練方法がある。このうち、フラッシング処理や２本又は
３本ロールミルによる混練法が微粒子化に好適である。
【００３５】
フラッシング処理は通常、顔料の水分散液と水と混和しない溶媒に溶解した樹脂溶液を混
合し、水媒体中から有機媒体中に顔料を抽出し、顔料を樹脂で処理する方法である。この
方法によれば、顔料の乾燥を経ることがないので、顔料の凝集を防ぐことができ、分散が
容易となる。
２本又は３本ロールミルによる混練では、顔料と樹脂又は樹脂の溶液を混合した後、高い
シェア（せん断力）をかけながら、顔料と樹脂を混練することによって、顔料表面に樹脂
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をコーティングすることによって、顔料を処理する方法である。
【００３６】
又、本発明においては、あらかじめアクリル樹脂、塩化ビニル－酢酸ビニル樹脂、マレイ
ン酸樹脂、エチルセルロース樹脂、ニトロセルロース樹脂等で処理した加工顔料も都合良
く用いることができる。
樹脂で処理された加工顔料の形態としては、樹脂と顔料が均一に分散している粉末、ペー
スト状、ペレット状が好ましい。また、樹脂がゲル化した不均一な塊状のものは好ましく
ない。
【００３７】
本発明の組成物は、上記成分（Ａ）顔料とともに、後述する（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）成
分、さらに必要に応じて用いられるその他の添加剤を溶媒と混合し各種の混合機、分散機
を使用して混合分散することによって調製することができる。
混合機、分散機としては、従来公知のものを使用することができる。例を挙げると、ホモ
ジナイザー、ニーダー、ボールミル、２本又は３本ロールミル、ペイントシェーカー、サ
ンドグラインダー、ダイノミル等のサンドミルを挙げることができる。
【００３８】
好ましい調製法としては、まず顔料と結着樹脂に溶剤を加え均一に混合した後、２本又は
２本ロールを用い必要によっては加熱しながら混練し、顔料と結着樹脂を十分になじませ
、均一の着色体を得る方法がある。
次に得られた着色体に溶媒を加え、必要に応じて分散剤や各種の添加剤を加え、ボールミ
ル又はガラスビーズを分散メジアとして用いる各種のサンドミル例えばダイノミルを用い
て分散を行なう。この時ガラスビーズの径が小さければ小さい程微小の分散体が得られる
。この時、分散液の温度を一定にコントロールすることで再現性の良い分散結果が得られ
る。
【００３９】
ここで得られた分散体は、必要に応じて遠心分離やデカンテーションによって粗大の粒子
を取り除くことができる。
この様にして得られた分散液の顔料粒子の平均粒子径を上記の範囲にすることができる。
この様にして得られた着色分散体は、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）と混合され、感光性組成物
として供される。
【００４０】
又、顔料の感光性着色組成物の全固形成分中の顔料濃度は、５重量％から８０重量％が好
ましい。５重量％未満では、１０μｍ以上の膜厚にしなければ色純度が上がらず実用上問
題になった。８０重量％を超えると、非画像部の地汚れや膜残りが生じやすい等の問題が
生じた。好ましくは１０重量％から６０重量％である。
【００４１】
次に本発明に供せられる（Ｂ）結着樹脂について説明する。
本発明の感光性着色組成物においては、下記アルカリ可溶性の樹脂、グラフト共重合体を
結着樹脂として用いることができる。
これらのアルカリ可溶性の結着樹脂としては、線状有機高分子重合体で、有機溶剤に可溶
で、弱アルカリ水溶液で現像できるものが好ましい。このような線状有機高分子重合体と
しては、側鎖にカルボン酸を有するポリマー、例えば特開昭５９－４４６１５号、特公昭
５４－３４３２７号、特公昭５８－１２５７７号、特公昭５４－２５９５７号、特開昭５
９－５３８３６号、特開昭５９－７１０４８号明細書に記載されているようなメタクリル
酸共重合体、アクリル酸共重合体、イタコン酸共重合体、クロトン酸共重合体、マレイン
酸共重合体、部分エステル化マレイン酸共重合体等があり、また同様に側鎖にカルボン酸
を有する酸性セルロース誘導体がある。この他に水酸基を有するポリマーに酸無水物を付
加させたものなども有用である。特にこれらのなかでベンジル（メタ）アクリレート／（
メタ）アクリル酸共重合体やベンジル（メタ）アクリレート／（メタ）アクリル酸／およ
び他のモノマーとの多元共重合体が好適である。この他に水溶性ポリマーとして、２－ヒ
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リビニールアルコール等も有用である。また硬化皮膜の強度をあげるためにアルコール可
溶性ナイロンや２，２－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－プロパンとエピクロルヒド
リンのポリエーテルなども有用である。
【００４２】
また、特開平７－１４０６５４号に記載の２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート
／ポリスチレンマクロモノマー／ベンジルメタクリレート／メタクリル酸共重合体、２－
ヒドロキシ－３－フエノキシプロピルアクリレート／ポリメチルメタクリレートマクロモ
ノマー／ベンジルメタクリレート／メタクリル酸共重合体、２－ヒドロキシエチルメタア
クリレート／ポリスチレンマクロモノマー／メチルメタクリレート／メタクリル酸共重合
体、２－ヒドロキシエチルメタアクリレート／ポリスチレンマクロモノマー／ベンジルメ
タクリレート／メタクリル酸共重合体などが挙げられる。
【００４３】
また、結着樹脂と顔料分散剤を兼ねるものとして、特願平９－６１４５７号に記載の下記
に示すようなグラフト共重合体を用いることができる。
少なくとも、▲１▼下記一般式（IIａ）及び（IIｂ）で示される重合体成分のうちの少な
くとも１種を含有する重合体主鎖の、一方の末端のみに下記一般式（Ａ）で示される重合
性二重結合基を結合して成る、重量平均分子量３×１０4 以下の一官能性マクロモノマー
、▲２▼下記一般式(III）で示されるモノマー▲３▼四級アンモニウム塩モノマー、及び
▲４▼下記一般式（IV）で表される無置換又は置換酸アミド基を少なくとも１つ分子中に
有するモノマーとから少なくとも成る共重合体。
【００４４】
【化８】

【００４５】
〔式（Ａ）中、Ｖ0 は－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ2 ＯＣＯ－、－ＣＨ2 ＣＯＯ－、
－Ｏ－、－ＳＯ2 －、－ＣＯ－、－ＣＯＮＨＣＯＯ－、－ＣＯＮＨＣＯＮＨ－、－ＣＯＮ
ＨＳＯ2 －、－ＣＯＮ（Ｐ3 ）－、－ＳＯ2 Ｎ（Ｐ3 ）－又は－Ｃ6 Ｈ4 －を表わす（Ｐ

3 は、水素原子又は炭化水素基を表わす）。
ｃ1 、ｃ2 は、互いに同じでも異なってもよく、水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、炭
化水素基、－ＣＯＯ－Ｚ′又は炭化水素を介した－ＣＯＯ－Ｚ′（Ｚ′は水素原子又は置
換されてもよい炭化水素基を示す）を表わす。〕
【００４６】
【化９】



(14) JP 4218999 B2 2009.2.4

10

20

30

40

50

【００４７】
〔式（IIａ）又は（IIｂ）中、Ｖ1 は、式（Ａ）中のＶ0 と同義である。Ｑ1 は、炭素数
１～１８個の脂肪族基又は炭素数６～１２個の芳香族基を表わす。ｄ1 、ｄ2 は、互いに
同じでも異なってもよく、式（Ａ）中のｃ1 、ｃ2 と同義である。Ｑ0 は－ＣＮ又は－Ｃ

6 Ｈ4 －Ｔを表わす。ここでＴは水素原子、ハロゲン原子、炭化水素基、アルコキシ基又
は－ＣＯＯＺ″（Ｚ″はアルキル基、アラルキル基又はアリール基を示す）を表わす。〕
【００４８】
【化１０】

【００４９】
〔式(III）中、Ｖ2は、式（IIａ）中のＶ1と同義である。Ｑ2 は、式（IIａ）中のＱ1 と
同義である。ｅ1 、ｅ2 は互いに同じでも異なってもよく、式（Ａ）中のｃ1 、ｃ2 と同
義である。〕
【００５０】
【化１１】

【００５１】
〔式（IV）中、Ｒ1 、Ｒ2 は各々同じでも異なってもよく、水素原子又は炭素数１～１８
個の置換されてもよい炭化水素基を表し、またＲ1 とＲ2 が、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＲ3 

－（ここでＲ3 は水素原子又は炭素数１～１２個の炭化水素基を表す）を介して互いに結
合して環を形成してもよい。〕
【００５２】
また、結着樹脂として、特開平１０－２０４９６号公報に記載の下記ポリマーも用いるこ
とができる。そのポリマーは、下記一般式（Ｋ）で示されるモノマーと少なくとも酸性基
を有するモノマーとの共重合反応によって得られるポリマーである。
【００５３】
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【化１２】

【００５４】
式（Ｋ）中、Ｒは水素原子又はメチル基を表し、Ｒ1 ～Ｒ5 は各々独立に水素原子、ハロ
ゲン原子、シアノ基、アルキル基又はアリール基を表す。
【００５５】
上記結着樹脂は、好ましくは重量平均分子量が１×１０4 以上の重合体が好ましく、より
好ましくは重量平均分子量が２×１０4 ～５×１０5 である。
上記結着樹脂の組成物中の使用量は、組成物中の全固形分に対して０．０１～６０重量％
が好ましく、より好ましくは０．５～３０重量％である。
【００５６】
次に、本発明の感放射線性化合物について説明する。
本発明の感放射線性化合物としては、重合性モノマーと光重合開始剤とから少なくとも構
成される。
（１）少なくとも１個の付加重合可能なエチレン基を有する、常圧下で１００℃以上の沸
点を持つエチレン性不飽和基を持つ化合物と
（２）ハロメチルオキサジアゾール化合物、ハロメチル－ｓ－トリアジン化合物から選択
された少なくとも一つの活性ハロゲン化合物、および３－アリール置換クマリン化合物
（３）少なくとも一種のロフィン２量体
【００５７】
（１）として、少なくとも１個の付加重合可能なエチレン性不飽和基をもち、沸点が常圧
で１００℃以上の化合物としては、ポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリレート、
ポリプロピレングリコールモノ（メタ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリ
レート、等の単官能のアクリレートやメタアクリレート；ポリエチレングリコールジ（メ
タ）アクリレート、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレート、ネオペンチルグリ
コールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ペン
タエリスリトールテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）
アクリレート、ヘキサンジオール（メタ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（
アクリロイルオキシプロピル）エーテル、トリ（アクリロイロキシエチル）イソシアヌレ
ート、グリセリンやトリメチロールエタン等の多官能アルコールにエチレンオキサイドや
プロピレンオキサイドを付加させた後（メタ）アクリレート化したもの、特公昭４８－４
１７０８号、特公昭５０－６０３４号、特開昭５１－３７１９３号各公報に記載されてい
るようなウレタンアクリレート類、特開昭４８－６４１８３号、特公昭４９－４３１９１
号、特公昭５２－３０４９０号各公報に記載されているポリエステルアクリレート類、エ
ポキシ樹脂と（メタ）アクリル酸の反応生成物であるエポキシアクリレート類等の多官能
のアクリレートやメタアクリレートをあげることが出来る。更に、日本接着協会誌Ｖol．
２０、Ｎo.７、３００～３０８頁に光硬化性モノマー及びオリゴマーとして紹介されてい
るものも使用できる。
また、下記一般式（Ｂ－１）あるいは（Ｂ－２）で示される化合物も使用することができ
る。
【００５８】
【化１３】
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【００５９】
（式（Ｂ－１）、（Ｂ－２）中、Ｂは、各々独立に、－（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ）－および－（Ｃ
Ｈ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ）－のいずれかを表し；Ｘは、各々独立に、アクリロイル基、メタク
リロイル基および水素原子のいずれかを表し、しかも、式（Ｂ－１）中、アクリロイル基
およびメタクリロイル基の合計は５個または６個であり、式（Ｂ－２）中のそれは３個ま
たは４個であり；ｎは，各々独立に０～６の整数を表し、しかも各ｎの合計は３～２４で
あり；ｍは、各々独立に０～６の整数を表し、しかも各ｍの合計は２～１６である。）
【００６０】
これらの放射線重合性モノマーまたはオリゴマーは、本発明の組成物が放射線の照射を得
て接着性を有する塗膜を形成し得るならば本発明の目的および効果を損なわない範囲で任
意の割合で使用できる。使用量は感放射線性組成物の全固形分に対し５～９０重量％、好
ましくは１０～５０重量％である。
【００６１】
（２）のハロメチルオキサジアゾールやハロメチル－ｓ－トリアジン等の活性ハロゲン化
合物としては、特公昭５７－６０９６号公報に記載の下記一般式Ｉで示される２－ハロメ
チル－５－ビニル－１，３，４－オキサジアゾール化合物が挙げられる。
【００６２】
【化１４】

【００６３】
ここでＷは、置換された又は無置換のアリール基を、Ｘは水素原子、アルキル基又はアリ
ール基を、Ｙは弗素原子、塩素原子又は臭素原子を、ｎは１～３の整数を表わす。
具体的な化合物としては、２－トリクロロメチル－５－スチリル－１，３，４－オキサジ
アゾール、２－トリクロロメチル－５－（ｐ－シアノスチリル）－１，３，４－オキサジ
アゾール、２－トリクロロメチル－５－（ｐ－メトキシスチリル）－１，３，４－オキサ
ジアゾール等が挙げられる。



(17) JP 4218999 B2 2009.2.4

10

20

30

40

ハロメチル－ｓ－トリアジン系化合物の光重合開始剤としては、特公昭５９－１２８１号
公報に記載の下記一般式IIに示されるビニル－ハロメチル－ｓ－トリアジン化合物、特開
昭５３－１３３４２８号公報に記載の下記一般式IIIに示される２－（ナフト－１－イル
）－４，６－ビス－ハロメチル－ｓ－トリアジン化合物及び下記一般式IVに示される４－
（ｐ－アミノフェニル）－２，６－ジ－ハロメチル－ｓ－トリアジン化合物が挙げられる
。
【００６４】
【化１５】

【００６５】
ここでＱはＢｒ、Ｃｌを表し、Ｐは－ＣＱ3 ，－ＮＨ2 、－ＮＨＲ、－Ｎ（Ｒ）2 、－Ｏ
Ｒ（ただしＲはフェニル又はアルキル基）、Ｗは任意に置換された芳香族、複素環式核又
は下記一般式IIＡで示されるものである。ここで、Ｚは－Ｏ－又は－Ｓ－である。
【００６６】
【化１６】

【００６７】
一般式III 中、ＸはＢｒ、Ｃｌを表し、ｍ、ｎは０～３の整数であり、Ｒは一般式III Ａ
で示される。Ｒ1 はＨ又はＯＲ（Ｒはアルキル、シクロアルキル、アルケニル、アリール
基）、Ｒ2 はＣｌ、Ｂｒ、アルキル、アルケニル、アリール又はアルコキシ基を表す。
【００６８】
【化１７】
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一般式ＩＶ中、Ｒ1 、Ｒ2 は－Ｈ、アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリ
ール基又は下記一般式IVＡ、IVＢで示される。Ｒ3 、Ｒ4 は－Ｈ、ハロゲン原子、アルキ
ル基、アルコキシ基を表す。
【００７０】
【化１８】

【００７１】
ここでＲ5 、Ｒ6 、Ｒ7 は各々アルキル基、置換アルキル基、アリール基、置換アリール
基を表す。置換アルキル基及び置換アリール基の例としては、フェニル基等のアリール基
、ハロゲン原子、アルコキシ基、カルボアルコキシ基、カルボアリールオキシ基、アシル
基、ニトロ基、ジアルキルアミノ基、スルホニル誘導体等が挙げられる。Ｘは－Ｃｌ，－
Ｂｒを示し、ｍ、ｎは０、１又は２を表す。
【００７２】
Ｒ1 とＲ2 がそれと結合せる窒素原子と共に非金属原子からなる異節環を形成する場合、
異節環としては下記に示されるものが挙げられる。
【００７３】
【化１９】
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【００７４】
一般式IIの具体的な例としては、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－ｐ－メトキシ
スチリル－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（トリクロロメチル）－６－（１－ｐ－ジメチ
ルアミノフェニル－１，３－ブタジエニル）－ｓ－トリアジン、２－トリクロロメチル－
４－アミノ－６－ｐ－メトキシスチリル－ｓ－トリアジン等が挙げられる。
【００７５】
一般式IIIの具体的な例としては、２－（ナフト－１－イル）－４，６－ビス－トリクロ
ロメチル－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス－
トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（４－エトキシ－ナフト－１－イル）－４，６
－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（４－ブトキシ－ナフト－１－イル）
－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－〔４－（２－メトキシエチル
）－ナフト－１－イル〕－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－〔４
－（２－エトキシエチル）－ナフト－１－イル〕－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ
－トリアジン、２－〔４－（２－ブトキシエチル）－ナフト－１－イル〕－４，６－ビス
－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（２－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，
６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（６－メトキシ－５－メチル－ナフ
ト－２－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（６－メトキ
シ－ナフト－２－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、２－（５
－メトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン、
２－（４，７－ジメトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－ｓ
－トリアジン、２－（６－エトキシ－ナフト－２－イル）－４，６－ビス－トリクロロメ
チル－ｓ－トリアジン、２－（４，５－ジメトキシ－ナフト－１－イル）－４，６－ビス
－トリクロロメチル－ｓ－トリアジン等が挙げられる。
【００７６】
一般式IVの具体例としては、４－〔ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノ
フェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－メチル－ｐ
－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロ
メチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェニル〕－
２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－メチル－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ
（クロロエチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン
、４－（ｐ－Ｎ－クロロエチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ
－トリアジン、４－（ｐ－Ｎ－エトキシカルボニルメチルアミノフェニル）－２，６－ジ
（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（フェニル）アミノフェ
ニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｐ－Ｎ－クロロエチ
ルカルボニルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４
－〔ｐ－Ｎ－（ｐ－メトキシフェニル）カルボニルアミノフェニル〕２，６－ジ（トリク
ロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）ア
ミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－ブロモ
－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリク
ロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－クロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニ
ルメチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－
〔ｍ－フロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノフェニル〕－２，６
－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－ブロモ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エト
キシカルボニルメチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリ
アジン、４－〔ｏ－クロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノフェニ
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ル－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－フロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ
－ジ（エトキシカルボニルメチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－ブロモ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェニル
〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｏ－クロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ
－ジ（クロロエチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリア
ジン、
【００７７】
４－〔ｏ－フロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（ト
リクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－ブロモ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル
）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－ク
ロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチ
ル）－ｓ－トリアジン、４－〔ｍ－フロロ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（クロロエチル）アミノフェ
ニル〕－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｍ－ブロモ－ｐ－Ｎ
－エトキシカルボニルメチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－
トリアジン、４－（ｍ－クロロ－ｐ－Ｎ－エトキシカルボニルメチルアミノフェニル）－
２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｍ－フロロ－ｐ－Ｎ－エトキ
シカルボニルメチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジ
ン、４－（ｏ－ブロモ－ｐ－Ｎ－エトキシカルボニルメチルアミノフェニル）－２，６－
ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｏ－クロロ－ｐ－Ｎ－エトキシカルボ
ニルメチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－
（ｏ－フロロ－ｐ－Ｎ－エトキシカルボニルメチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリ
クロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｍ－ブロモ－ｐ－Ｎ－クロロエチルアミノフェ
ニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｍ－クロロ－ｐ－Ｎ
－クロロエチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、
４－（ｍ－フロロ－ｐ－Ｎ－クロロエチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメ
チル）－ｓ－トリアジン、４－（ｏ－ブロモ－ｐ－Ｎ－クロロエチルアミノフェニル）－
２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｏ－クロロ－ｐ－Ｎ－クロロ
エチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、４－（ｏ
－フロロ－ｐ－Ｎ－クロロエチルアミノフェニル）－２，６－ジ（トリクロロメチル）－
ｓ－トリアジン、等が挙げられる。
【００７８】
これら開始剤には以下の増感剤を併用することができる。
その具体例として、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾイン、９－フルオレ
ノン、２－クロロ－９－フルオレノン、２－メチル－９－フルオレノン、９－アントロン
、２－ブロモ－９－アントロン、２－エチル－９－アントロン、９，１０－アントラキノ
ン、２－エチル－９，１０－アントラキノン、２－ｔ－ブチル－９，１０－アントラキノ
ン、２，６－ジクロロ－９，１０－アントラキノン、キサントン、２－メチルキサントン
、２－メトキシキサントン、２－メトキシキサントン、チオキサントン、ベンジル、ジベ
ンザルアセトン、ｐ－（ジメチルアミノ）フェニルスチリルケトン、ｐ－（ジメチルアミ
ノ）フェニル－ｐ－メチルスチリルケトン、ベンゾフェノン、ｐ－（ジメチルアミノ）ベ
ンゾフェノン（またはミヒラーケトン）、ｐ－（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、ベン
ゾアントロン等や特公昭５１－４８５１６号公報記載のベンゾチアゾール系化合物が挙げ
られる。
【００７９】
３－アリール置換クマリン化合物は、下記一般式Ｖで示される化合物を指す。Ｒ8は水素
原子、炭素数１～８個のアルキル基、炭素数６～１０個のアリール基（好ましくは水素原
子、メチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基）を、Ｒ9 は水素原子、炭素数１～８個
のアルキル基、炭素数６～１０個のアリール基、下記一般式ＶＡで示される基（好ましく
はメチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、一般式ＶＡで示される基、特に好ましく
は一般式ＶＡで示される基）を表す。
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Ｒ10、Ｒ11はそれぞれ水素原子、炭素数１～８個のアルキル基（例えばメチル基、エチル
基、プロピル基、ブチル基、オクチル基）、炭素数１～８個のハロアルキル基（例えばク
ロロメチル基、フロロメチル基、トリフロロメチル基など）、炭素数１～８個のアルコキ
シ基（例えばメトキシ基、エトキシ基、ブトキシ基）、置換されてもよい炭素数６～１０
個のアリール基（例えばフェニル基）、アミノ基、－Ｎ（Ｒ16)(Ｒ17）、ハロゲン（例え
ば－Ｃｌ、－Ｂｒ，－Ｆ）を表す。好ましくは水素原子、メチル基、エチル基、メトキシ
基、フェニル基、－Ｎ（Ｒ16)(Ｒ17）、－Ｃｌである。
【００８０】
Ｒ12は置換されてもよい炭素数６～１６個のアリール基（例えばフェニル基、ナフチル基
、トリル基、クミル基）を表す。置換基としてはアミノ基、－Ｎ（Ｒ16)(Ｒ17）、炭素数
１～８個のアルキル基（例えばメチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、オクチル基
）、炭素数１～８個のハロアルキル基（例えばクロロメチル基、フロロメチル基、トリフ
ロロメチル基など）、炭素数１～８個のアルコキシ基（例えばメトキシ基、エトキシ基、
ブトキシ基）、ヒドロキシ基、シアノ基、ハロゲン（例えば－Ｃｌ、－Ｂｒ，－Ｆ）が挙
げられる。
Ｒ13、Ｒ14、Ｒ16、Ｒ17はそれぞれ水素原子、炭素数１～８個のアルキル基（例えばメチ
ル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、オクチル基）を表す。Ｒ13とＲ14及びＲ16とＲ

17はまた互いに結合し窒素原子とともに複素環（例えばピペリジン環、ピペラジン環、モ
ルホリン環、ピラゾール環、ジアゾール環、トリアゾール環、ベンゾトリアゾール環等）
を形成してもよい。
Ｒ15は水素原子、炭素数１～８個のアルキル基（例えばメチル基、エチル基、プロピル基
、ブチル基、オクチル基）、炭素数１～８個のアルコキシ基（例えばメトキシ基、エトキ
シ基、ブトキシ基）、置換されてもよい炭素数６～１０個のアリール基（例えばフェニル
基）、アミノ基、－Ｎ（Ｒ16)(Ｒ17）、ハロゲン（例えば－Ｃｌ、－Ｂｒ，－Ｆ）を表す
。
Ｚｂは＝Ｏ、＝Ｓあるいは＝Ｃ（Ｒ18)(Ｒ19）を表す。好ましくは＝Ｏ、＝Ｓ、＝Ｃ（Ｃ
Ｎ)2であり、特に好ましくは＝Ｏである。
Ｒ18、Ｒ19はそれぞれ、シアノ基、－ＣＯＯＲ20、－ＣＯＲ21を表す。Ｒ20、Ｒ21はそれ
ぞれ炭素数１～８個のアルキル基（例えばメチル基、エチル基、プロピル基、ブチル基、
オクチル基）、炭素数１～８個のハロアルキル基（例えばクロロメチル基、フロロメチル
基、トリフロロメチル基など）、置換されてもよい炭素数６～１０個のアリール基（例え
ばフェニル基）を表す。
【００８１】
特に好ましい３－アリール置換クマリン化合物は一般式VIで示される｛（ｓ－トリアジン
－２－イル）アミノ｝－３－アリールクマリン化合物類である。
【００８２】
【化２０】
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【００８３】
（３）のロフィン二量体は２個のロフィン残基からなる２，４，５－トリフェニルイミダ
ゾリル二量体を意味し、その基本構造を下記に示す。
【００８４】
【化２１】

【００８５】
その具体例としては、２－（ｏ－クロルフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾリル二
量体、２－（ｏ－フルオロフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾリル二量体、２－（
ｏ－メトキシフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾリル二量体、２－（ｐ－メトキシ
フェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾリル二量体、２－（ｐ－ジメトキシフェニル）
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－４，５－ジフェニルイミダゾリル二量体、２－（２，４－ジメトキシフェニル）－４，
５－ジフェニルイミダゾリル二量体、２－（ｐ－メチルメルカプトフェニル）－４，５－
ジフェニルイミダゾリル二量体等が挙げられる。
【００８６】
本発明において光重合開始剤としては、下記一般式（Ｃ）～（Ｈ）、（Ｊ）も使用するこ
とができる。
【００８７】
【化２２】

【００８８】
式（Ｃ）～（Ｈ）中、Ｒ1 は各々独立に、水素原子、水酸基、炭素数１～３個のアルキル
基又はアルコキシ基を示し、Ｒ2 及びＲ3 は、各々独立に水素原子又は炭素数１～３個の
アルコキシ基を示し、Ｒ2 あるいはＲ3 のいずれか一方はアルコキシ基であり、Ｒ4 は水
素原子、炭素数１～３個のアルキル基又はアルコキシ基を示し、Ｒ5 及びＲ6 は各々独立
に炭素数１～３個のアルキル基を示し、Ｒ7 は水素原子、水酸基、炭素数１～３個のアル
キル基又はアルコキシ基を示す。Ｔは、下記式、
【００８９】
【化２３】
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【００９０】
で示される基を示す。ｍは１～３の整数、ｎは１～４の整数を示す。
【００９１】
【化２４】

【００９２】
式（Ｊ）中、ｎは１または２であり、
Ａｒ1 はｎが１のときフェニル基または塩素原子、臭素原子、ヒドロキシ基、－ＳＲ9 、
－Ｒ10、－ＯＲ10、－ＳＲ10、－ＳＯ2Ｒ

10、－Ｓ－フェニル、－Ｏ－フェニルもしくは
モルホリノ基で置換されたフェニル基を表わし（Ｒ10は炭素原子数１ないし９のアルキル
基を表す）、Ａｒ1 はｎが２のとき、フェニレン－Ｔ－フェニレン基（Ｔは－Ｏ－、－Ｓ
－または－ＣＨ2 －を表わす）を表わす。
Ｒ9 は水素原子、置換基を有していてもよい炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素
原子数３ないし６のアルケニル基、シクロヘキシル基、フェニルアルキル基、フェニルヒ
ドロキシアルキル基、置換基を有していてもよいフェニル基、トリル基、－ＣＨ2 －ＣＨ

2 ＯＨ、－ＣＨ2 ＣＨ2 －ＯＯＣ－ＣＨ＝ＣＨ2 、－ＣＨ2 －ＣＯＯＲ11（Ｒ11は炭素原
子数１ないし９のアルキル基を表す）、－ＣＨ2 ＣＨ2 －ＣＯＯＲ12（Ｒ12は炭素原子数
１ないし４のアルキル基を表す）、
【００９３】
【化２５】

【００９４】
を表し、
Ｒ1 、Ｒ2 は同じでも異なってもよく、－ＣＯＯＲ12（Ｒ12は前記と同義である）で置換
されうる炭素原子数１ないし８のアルキル基、または炭素原子数７ないし９のフェニルア
ルキル基を表わし、またＲ1 とＲ2 は一緒になって炭素原子数４ないし６のアルキレン基
を表わしてもよい、
Ｘはモルホリノ基、－Ｎ（Ｒ4 ）（Ｒ5 ）、－ＯＲ6 もしくは－Ｏ－Ｓｉ（Ｒ7)( Ｒ8 ）
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2 を表わし、
Ｒ4、Ｒ5は同じでも異なってもよく、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、－ＯＲ10で
置換された炭素原子数２ないし４のアルキル基、またはアリル基を表わし、Ｒ4 とＲ5 は
一緒になって、－Ｏ－、－ＮＨ－もしくは－Ｎ（Ｒ10）－を介していてもよい炭素原子数
４ないし５のアルキレン基を表わし、
Ｒ6 は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、アリル基、または炭素原子数７
ないし９のフェニルアルキル基を表わし、
Ｒ7 とＲ8 は同じでも異なってもよく、炭素原子数１ないし４のアルキル基またはフェニ
ル基を表わす。
【００９５】
本発明では、以上の開始剤の他に他の公知のものも使用することができる。
米国特許第２，３６７，６６０号明細書に開示されているビシナールポリケトルアルドニ
ル化合物、米国特許第２，３６７，６６１号および第２，３６７，６７０号明細書に開示
されているα－カルボニル化合物、米国特許第２，４４８，８２８号明細書に開示されて
いるアシロインエーテル、米国特許第２，７２２，５１２号明細書に開示されているα－
炭化水素で置換された芳香族アシロイン化合物、米国特許第３，０４６，１２７号および
第２，９５１，７５８号明細書に開示されている多核キノン化合物、米国特許第３，５４
９，３６７号明細書に開示されているトリアリルイミダゾールダイマー／ｐ－アミノフェ
ニルケトンの組合せ、特公昭５１－４８５１６号公報に開示されているベンゾチアゾール
系化合物／トリハロメチール－ｓ－トリアジン系化合物。
【００９６】
開始剤の使用量はモノマー固形分に対し、０．０１重量％～５０重量％、好ましくは１重
量％～２０重量％である。開始剤の使用量が０．０１重量％より少ないと重合が進み難く
、また、５０重量％を超えると重合率は大きくなるが分子量が低くなり膜強度が弱くなる
。
【００９７】
本発明の組成物には、必要に応じて各種添加物、例えば充填剤、上記以外の高分子化合物
、界面活性剤、密着促進剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、凝集防止剤等を配合することか
できる。
【００９８】
これらの添加物の具体例としては、ガラス、アルミナ等の充填剤；ポリビニルアルコール
、ポリアクリル酸、ポリエチレングリコールモノアルキルエーテル、ポリフロロアルキル
アクリレート等のバインダーポリマー（Ａ）以外の高分子化合物；ノニオン系、カチオン
系、アニオン系等の界面活性剤；ビニルトリメトキシシラン、ビニルトリエトキシシラン
、ビニルトリス（２－メトキシエトキシ）シラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミ
ノプロピルメチルジメトキシシラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルト
リメトキシシラン、３－アミノプロピルトリエトキシシラン、３－グリシドキシプロピル
トリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルメチルジメトキシシラン、２－（３，４
－エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、３－クロロプロピルメチルジメ
トキシシラン、３－クロロプロピルトリメトキシシラン、３－メタクリロキシプロピルト
リメトキシシラン、３－メルカプトプロピルトリメトキシシラン等の密着促進剤；２，２
－チオビス（４－メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、２，６－ジ－ｔ－ブチルフェノ
ール等の酸化防止剤：２－（３－ｔ－ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシフェニル）－
５－クロロベンゾトリアゾール、アルコキシベンゾフェノン等の紫外線吸収剤；およびポ
リアクリル酸ナトリウム等の凝集防止剤を挙げることができる。
【００９９】
また、放射線未照射部のアルカリ溶解性を促進し、本発明の組成物の現像性の更なる向上
を図る場合には、本発明の組成物に有機カルボン酸、好ましくは分子量１０００以下の低
分子量有機カルボン酸の添加を行うことができる。具体的には、例えばギ酸、酢酸、プロ
ピオン酸、酪酸、吉草酸、ピバル酸、カプロン酸、ジエチル酢酸、エナント酸、カプリル
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酸等の脂肪族モノカルボン酸；シュウ酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸
、ピメリン酸、スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ブラシル酸、メチルマロン酸、
エチルマロン酸、ジメチルマロン酸、メチルコハク酸、テトラメチルコハク酸、シトラコ
ン酸等の脂肪族ジカルボン酸；トリカルバリル酸、アコニット酸、カンホロン酸等の脂肪
族トリカルボン酸；安息香酸、トルイル酸、クミン酸、ヘメリト酸、メシチレン酸等の芳
香族モノカルボン酸；フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸、トリメリト酸、トリメシ
ン酸、メロファン酸、ピロメリト酸等の芳香族ポリカルボン酸；フェニル酢酸、ヒドロア
トロパ酸、ヒドロケイ皮酸、マンデル酸、フェニルコハク酸、アトロパ酸、ケイ皮酸、ケ
イ皮酸メチル、ケイ皮酸ベンジル、シンナミリデン酢酸、クマル酸、ウンベル酸等のその
他のカルボン酸が挙げられる。
【０１００】
本発明では必ずしも必要ではないが、顔料の分散性を向上させる分散剤を添加することが
できる。これらの分散剤としては、多くの種類の分散剤が用いられるが、例えば、フタロ
シアニン誘導体（市販品ＥＦＫＡ－７４５（森下産業製））；オルガノシロキサンポリマ
ーＫＰ３４１（信越化学工業製）、（メタ）アクリル酸系（共）重合体ポリフローＮo.７
５、Ｎo.９０、Ｎo.９５（共栄社油脂化学工業製）、Ｗ００１（裕商製）等のカチオン系
界面活性剤；ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンステアリルエー
テル、ポリオキシエチレンオレイルエーテル、ポリオキシエチレンオクチルフェニルエー
テル、ポリオキシエチレンノニルフェニルエーテル、ポリエチレングリコールジラウレー
ト、ポリエチレングリコールジステアレート、ソルビタン脂肪酸エステル等のノニオン系
界面活性剤；エフトップＥＦ３０１、ＥＦ３０３、ＥＦ３５２（新秋田化成製）、メガフ
ァックＦ１７１、Ｆ１７２、Ｆ１７３（大日本インキ製）、フロラードＦＣ４３０、ＦＣ
４３１（住友スリーエム製）、アサヒガードＡＧ７１０、サーフロンＳ３８２、ＳＣ－１
０１、ＳＣ－１０２、ＳＣ－１０３、ＳＣ－１０４、ＳＣ－１０５、ＳＣ－１０６８（旭
硝子製）等のフッ素系界面活性剤；Ｗ００４、Ｗ００５、Ｗ０１７（裕商製）等のアニオ
ン系界面活性剤；ＥＦＫＡ－４６、ＥＦＫＡ－４７、ＥＦＫＡ－４７ＥＡ、ＥＦＫＡポリ
マー１００、ＥＦＫＡポリマー４００、ＥＦＫＡポリマー４０１、ＥＦＫＡポリマー４５
０（以上森下産業製）、ディスパースエイド６、ディスパースエイド８、ディスパースエ
イド１５、ディスパースエイド９１００（サンノプコ製）等の高分子分散剤；ソルスパー
ス３０００、５０００、９０００、１２０００、１３２４０、１３９４０、１７０００、
２００００、２４０００、２６０００、２８０００などの各種ソルスパース分散剤（ゼネ
カ株式会社製）；その他イソネットＳ－２０（三洋化成製）が挙げられる。
【０１０１】
これらの分散剤は、単独で用いてもよくまた２種以上組み合わせて用いてもよい。このよ
うな分散剤は、顔料分散液中に、通常顔料１００重量部に対して０．１～５０重量部の量
で用いられる。
本発明の感放射線性組成物には以上の他に、更に、熱重合防止剤を加えておくことが好ま
しく、例えば、ハイドロキノン、ｐ－メトキシフェノール、ジ－ｔ－ブチル－ｐ－クレゾ
ール、ピロガロール、ｔ－ブチルカテコール、ベンゾキノン、４，４′－チオビス（３－
メチル－６－ｔ－ブチルフェノール）、２，２′－メチレンビス（４－メチル－６－ｔ－
ブチルフェノール）、２－メルカプトベンゾイミダゾール等が有用である。
【０１０２】
本発明の組成物を調製する際に使用する溶媒としては、エステル類、例えば酢酸エチル、
酢酸－ｎ－ブチル、酢酸イソブチル、ギ酸アミル、酢酸イソアミル、酢酸イソブチル、プ
ロピオン酸ブチル、酪酸イソプロピル、酪酸エチル、酪酸ブチル、アルキルエステル類、
乳酸メチル、乳酸エチル、オキシ酢酸メチル、オキシ酢酸エチル、オキシ酢酸ブチル、メ
トキシ酢酸メチル、メトキシ酢酸エチル、メトキシ酢酸ブチル、エトキシ酢酸メチル、エ
トキシ酢酸エチル、
【０１０３】
３－オキシプロピオン酸メチル、３－オキシプロピオン酸エチルなどの３－オキシプロピ
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オン酸アルキルエステル類；３－メトキシプロピオン酸メチル、３－メトキシプロピオン
酸エチル、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、２－オ
キシプロピオン酸メチル、２－オキシプロピオン酸エチル、２－オキシプロピオン酸プロ
ピル、２－メトキシプロピオン酸メチル、２－メトキシプロピオン酸エチル、２－メトキ
シプロピオン酸プロピル、２－エトキシプロピオン酸メチル、２－エトキシプロピオン酸
エチル、２－オキシ－２－メチルプロピオン酸メチル、２－オキシ－２－メチルプロピオ
ン酸エチル、２－メトキシ－２－メチルプロピオン酸メチル、２－エトキシ－２－メチル
プロピオン酸エチル、
【０１０４】
ピルビン酸メチル、ピルビン酸エチル、ピルビン酸プロピル、アセト酢酸メチル、アセト
酢酸エチル、２－オキソブタン酸メチル、２－オキソブタン酸エチル等；エーテル類、例
えばジエチレングリコールジメチルエーテル、テトラヒドロフラン、エチレングリコール
モノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、メチルセロソルブアセテ
ート、エチルセロソルブアセテート、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチ
レングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、
【０１０５】
プロピレングリコールメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールエチルエーテル
アセテート、プロピレングリコールプロピルエーテルアセテート等；ケトン類、例えばメ
チルエチルケトン、シクロヘキサノン、２－ヘプタノン、３－ヘプタノン等；芳香族炭化
水素類、例えばトルエン、キシレシ等が挙げられる。
【０１０６】
これらのうち、３－エトキシプロピオン酸メチル、３－エトキシプロピオン酸エチル、エ
チルセロソルブアセテート、乳酸エチル、ジエチレングリコールジメテルエーテル、酢酸
ブチル、３－メトキシプロピオン酸メチル、２－ヘプタノン、シクロヘキサノン、エチル
カルビトールアセテート、ブチルカルビトールアセテート、プロピレングリコールメチル
エーテルアセテート等が好ましく用いられる。
【０１０７】
本発明の組成物は、基板に回転塗布、流延塗布、ロール塗布等の塗布方法により塗布して
感放射線性組成物層を形成し、所定のマスクパターンを介して露光し、現像液で現像する
ことによって、着色されたパターンを形成する。この際に使用される放射線としては、特
にｇ線、ｉ線等の紫外線が好ましく用いられる。
【０１０８】
基板としては、例えば液晶表示素子等に用いられるソーダガラス、パイレックスガラス、
石英ガラスおよびこれらに透明導電膜を付着させたものや、固体撮像素子等に用いられる
光電変換素子基板、例えばシリコン基板等が挙げられる。これらの基板は、一般的には各
画素を隔離するブラックストライプが形成されている。
【０１０９】
現像液としては、本発明の感放射線性着色組成物を溶解し、一方放射線照射部を溶解しな
い組成物であればいかなるものも用いることができる。具体的には種々の有機溶剤の組み
合わせやアルカリ性の水溶液を用いることができる。
有機溶剤としては、本発明の組成物を調整する際に使用される前述の溶剤が挙げられる。
【０１１０】
アルカリとしては、例えば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム，硅酸
ナトリウム、メタ硅酸ナトリウム、アンモニア水、エチルアミン、ジエチルアミン、ジメ
チルエタノールアミン、テトラメチルアンモニウムヒドロキシド、テトラエチルアンモニ
ウムヒドロキシド、コリン、ピロール、ピペリジン、１，８－ジアザビシクロ－〔５，４
，０〕－７－ウンデセン等のアルカリ性化合物を、濃度が０．００１～１０重量％、好ま
しくは０．０１～１重量％となるように溶解したアルカリ性水溶液が使用される。なお、
このようなアルカリ性水溶液からなる現像液を使用した場合には、一般に、現像後、水で
洗浄する。
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【０１１１】
【実施例】
本発明を実施例により更に具体的に説明するが、本発明はその主旨を越えない限り以下の
実施例に限定されるものではない。
（実施例－１）
・赤顔料（本発明の顔料＊）　　　　　　　　　　　　　　　　　１００部
・ベンジルメタクリレート／メタクリル酸（７０／３０モル比）　１００部
重量平均分子量；３０，０００
・シクロヘキサノン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４０部
・プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　１６０部
（＊本発明の顔料として、上記一般式（ＩＡ）におけるＲがいすれも塩素原子を表すもの
を用いた。以下これを（ＩＡ－１）と称す。）
を２本ロールミルで混練した。
【０１１２】
得られた混練物を粉砕した後、顔料濃度が１５wt％になるようにプロピレングリコールモ
ノメチルエーテルアセテートを加え、顔料分散剤としてディスパーエイド１６３（ビック
ケミー社製顔料分散剤）を顔料に対し２０wt％添加しビーズミル（ダイノミル：シンマル
エンタープライゼス社製分散機）で分散した。粒子サイズを遠心透過式粒子サイズ測定機
ＣＡＰＡ－７００（堀場製作所）で測定したところ平均で０．０７μｍであった。
得られた分散物を用いて下記の組成物を作製し、カラーフィルター用ガラス基板に１．２
μｍの膜厚に塗布した。２．５kWの超高圧水銀灯を使用しマスクを通して１００mj/cm2の
露光量で照射した。０．２５％の炭酸ナトリウム水溶液で２５℃４０秒現像した。２３０
℃３０分間ポストベークした後、色度計ＭＣＰＤ－１０００（大塚電子製）で色度を測定
した。
【０１１３】
・上記分散液（顔料濃度１４wt％）　　　　　　　　　　　　　　３００部
・ペンタエリスリトールテトラアクリレート　　　　　　　　　　　３０部
・４－｛ｏ－ブロモ－ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ（エトキシカルボニル）　　０．５部
アミノフェニル｝２，６－ジ（トリクロロメチル）－Ｓ－
トリアジン
・イルガキュア９０７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
・ハイドロキノンモノメチルエーテル　　　　　　　　　　　　０．０１部
・プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート　　　　　１００部
【０１１４】
色度、現像ラチチュード、画像荒れ、エッジプロファイル、粒子サイズについて下記のよ
うに評価した。
（評価法と評価基準）
・色度：色度計ＭＣＰＤ－１０００（大塚電子製）で測定した。
ＣＩＥ（国際照明委員会）ＸＹＺ系表示法のＹｘｙ値で表示
Ｙ値の大きい程、明度が大（明るい）なことを示す。
・現像ラチチュード：２５μｍの線幅変化を測定し、線幅の変動幅±１０％を与える現像
時間幅が
４０秒以上ある時　；○
３０以上４０秒未満；△
３０秒未満の時　　；×
【０１１５】
・画像荒れ：２５μｍのネガ／ポジ線幅が１／１に再現される現像時間での画像部の表面
の荒れ具合をＳＥＭ観察により評価
○；表面荒れが観察されないもの
×；表面荒れが明らかに観察されるもの
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△；表面荒れが少し観察されるもの
・エッジプロファイル：２５μｍ線幅の断面をＳＥＭ観察
○；順テーパー
×；逆テーパー
△；垂直
・粒子サイズ：遠心透過式粒子サイズ測定機（ＣＡＰＡ－７００　堀場製作所製）で測定
した平均サイズ
【０１１６】
（比較例－１）
実施例－１において用いた顔料ＩＡ－１を、ＰＲ－１７７（下記構造）に代えた以外は同
様にして感光性組成物を作製し評価した。
【０１１７】
【化２６】

【０１１８】
（実施例２～６）
実施例－１において用いた顔料ＩＡ－１を、表－１に記載したように、別途分散したＰＲ
－１７７や各種Ｙ顔料（ＰＹ－１３９、ＰＹ－１５０、ＰＹ－１８５）と併用した以外は
、実施例－１と同様にして感光性組成物を作製し、同様の方法で評価した。
【０１１９】
（比較例２）
実施例－１において用いた顔料ＩＡ－１の分散を平均粒子サイズが０．３０μｍになるよ
う分散した。これ以外は、実施例－１と同様にして感光性組成物を作製し、同様の方法で
評価した。
上記実施例、比較例の評価結果を下記表－２に示す。
【０１２０】
【表１】
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【０１２１】
【表２】

【０１２２】
実施例－１～－６は、色度測定値も明度が高いことを示し、また現像ラチチュードが広く
、画像荒れが少なく、エッジプロファイルが順テーパーであり優れた性能を有していた。
一方、比較例－１は、実施例－１に比べ現像ラチチュードが狭く、画像荒れが大きく、エ
ッジプロファイルが垂直から逆テーパーであることが分かった。比較例－２は、色度は満
足するが現像ラチチュード、画像荒れ、エッジプロファイルは満足できるものではなかっ
た。
【０１２３】
（比較例３）
ラテントピグメントの例として特開平８－６２６４号公報の実施例１に記載の方法で得ら
れたフィルムを２００℃３０秒加熱して着色化した。その後、２４０℃に３０分加熱した
ところ、明らかな色度変化を示した。この色度変化はΔＳAb＝１０．５であった。一方、
本願の実施例－１の着色フィルムを同様に、２４０℃に３０分加熱したところ、色度はほ
とんど変化せず、ΔＥUV＝１．４であった。ここで、ΔＥUVとは、Ｌ* Ｕ* Ｖ* 表色系に
おける色差を意味する。
【０１２４】
本発明に関わる顔料ＩＡ－１と従来使われてきたＰＲ－１７７の透過スペクトルの比較を
した。ＩＡ－１は６００～６１０nmの主透過域の透過率が高く、３５０nmから４３０nm付
近の透過率も高い。紫外線部の不要な吸収が少ないため重合に必要な露光が有効である。
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【０１２５】
【発明の効果】
本発明のカラーフィルター用感光性着色組成物は、高感度で、得られるカラーフィルター
の透過率、コントラスト、解像力が高く、一定した優れた色度を有するものが得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に関わる顔料ＩＡ－１と従来使われてきたＰＲ－１７７の透過スペクトル
を示す。

【図１】
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